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地域講演会の実施について
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地震本部の広報活動について

• 地震本部として、長期評価などの地震調査研究の成果を示すとともに、自治体や

地域住民向けに自らに関係したこと（※）として、その地域特性に応じた災害リ

スクを認知していただくよう、地震本部地域講演会を開催することとしたい。

※「地震調査研究推進本部の成果の効果的な普及方策について」H26年3月

• 開催にあたっては、地震防災に関する普及啓発活動を組織的に行っている機関や、

地域の自治体と連携して進めていくこととした。

• 従前、広報検討部会において議論されてきた、地震本部のプロダクト、データ、

コンテンツの価値化についても、対象とする自治体との連携等を進める中で、

引き続きヒアリングを継続することとしたい。
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地域講演会の概要

目的

自治体や住民に対して、自らその地域特性に応じた災害リスクの認知等を高める

概要

政府の地震防災対応や地震本部の長期評価等、地震調査研究の成果を示す講演会等の
開催及び広報媒体等（リーフレット、動画等）の作成

内容

地域住民は自らに関係する情報に関心が高い（※）ことから、本取組では地域の実情に
即した地震防災に関する情報提供（地域の地震活動の特色や歴史地震等、地域特有の
防災情報等）を元に、①地震に備える、②地震発生時には自らの行動に活かす、ことを
啓発する講演内容とする。

※「地震調査研究推進本部の成果の効果的な普及方策について」H26年3月

場所

• 令和５年度： ２地域（青森県八戸市、神奈川県横浜市）

• 令和６年度以降： 順次地域を変えつつ、全国で2-3カ所/年 程度の実施を目指す。

講演会等の形式

主に２パターン（セミナー形式、カフェ形式）を想定。規模に応じて開催地域の関係
機関と相談の上決める。
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令和５年度開催予定の地域講演会

〇神奈川県横浜市
カフェ形式（数十人規模、講演またはワークショップ）

• 第１回 ８月２４日（木）
• 講師：福和 伸夫 政策委員長

• 対象：夏休み中の親子向け

• 内容：ワークショップ（実験教室）

• 第２～３回（秋以降開催予定）
• 対象：地域の防災担当者向け（調整中）

• 講師・内容：調整中

〇青森県八戸市
セミナー形式（数百人規模、講演中心）

• 日程：２月上旬

• 講師・内容等は関係機関と調整中
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